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出
，、

冷右 四 一一ーヒ .＞、 百 ア
五 四

現存水 Jレ 一 痕、
多 間水四 七 カ 一

)¥ 

リ 占，、
一一一

~，品a、 セ
量歌 ーー 坑十 性。。防・ 。ス



算抑下 日 一 ーー 7.k J、昇寸同 巳百 ノ
、甲J

ス 水ス ニ／日 十 J、堅 セ ヨ 日 ーー 七熱
yνJ  Y 至冷与八漸坑 , ヲ 正海十湯

、

一ー 肢 － ー ノv'i均吋ク 口 是百午面尺 噴！、ーノ
二態止迄タ十及停 ヨ ヲ 六即以 ーー 出， 

十 ーー リ 水 戸，八十止 9 9 十 チ 下達 ジ、

一 ア 未面く高四 セ 百以ー 出二 セ 午一
日 9 タ J、 八吋ノV 十後尺水百 9 後、
午 f;l 排街 千 ノ カ 四 ノ ノ 後三爾九

後 ヲ 7.k オ主 五蒸如尺増下一十後時、
四今 ノ 坑百気 ν 三水位書尺六即、
時種功 口 四則同寸 J、 即夜 ーー 時 チ

熱々 果 ヨ 十筒 日 ノ 比 チ ーー 上間僅

湯 ノ ヲ , 九各 ヲ 下較海 ジ昇 ノ ーー

噴材牧百立ー リ 位的面 プ ジ後五

出料 よ‘ 二方基試即緩以水殆即 時

ノ ーー ノV 十尺 ヲ 駿 チ 慢下面 ン チ 間

嘗基ニ 一 ノ 使的略 ーー 僅 J、 ト 翌 ーー

初 キ 至尺水用 ーー 元主 き〆 ーー 竪坑二 事〆

ヨ 大 ブ 乃 ヲ ジ排海 プ 四 坑内十 ブ, 出 ス 至排第水水六十 口 ノ 三竪、 ,..._ 
同水換百除ーニ面 月 六海杢 日 坑

日 嘗言三 セ 第着 二尺面採午 ノ

午時ス 十 シ二手ー 日 八以掘前坪

後 ノ v 一
ノ ジ致 ーー 寸上跡三下

一寸 f「

九 出 J、 尺雄雨 ヲf ジ於 ノ 百 ヲ 時海、
時水営 ノ 毛 竪 ン此 ケ 位十満 ーー 面

水量時間六坑 ポ蕗ノV 置四 タ 於以

面 ヲ 略 ヲ 月 ヨ ーー 7.k ーー 尺 セ プ 下
ノ 甑 ホ上末 ') 量増面上二 9 .＞、 四、

一一占ハ



云測合坑面 回 キ 然明時 ス約 四坪
，、、 定有内 ノ 営 J、 L〆 十 ーー 二百下
，、 ヲ ス水上 時 其 ト 9 満雄百十 一ー、
恐魚 JV －＞、 下 ーー 出 モ 随 タ モ 三 七 達

ア サ モ 無 ーー 於水今 プ サ 直十立 ジ

ク 、 ノ 色徴 ケ量償坪 、 接尺方 タ

揺 9 、 透ス JV J、 9 下 リ 坑 ーー 尺 JV

氏 ジ知明ノV 出ー ーー 以 シ外 ジ ナ 時

五 モ ク ーー ーー 水分坪上 ナ ーー ブ リ 間、
十 普 梢 ミノ概 量 時下 ノ フ 連其坪即

度遁著 プ 略 J‘ 間以増 ン絡容－下 チ
、

以 ノ ミ／ 赤一規平上水是 ヲ 積 ヨ 五

上入 キ 褐分則均 ノ ーー ν 有約 ヲ 時

ナ 溶酸色時正一採関小 セ 五上間

JV 程性 ノ 間 ジ高掘 ジ野サ百位中

へ 度 ヲ 沈 百 キ 四跡 プ 田 JV 二二 － ー 一
ク ノ 呈澱九 モ 千金 J、 表 守 十 ア 分

現温ス 物十 ノ 六部其坑以六 ；v 時、
今度温 ヲ 立 ーー 百漏出 大ア 高採間
J、 ーー 度 生 方 ア 十水水出水二掘卒

約比 J、 ジ尺 フ 七 セ 量水 J、 千跡均、

一 シ湧比 内 サ 立 シ ヲ 常 恐百
J、 ノ

十進出綾外 ν 方 毛 算時 フ 八其 出
__._. 
ーー ノ 的 ナ ト 尺 ノ 出 ノ ク 十最水ノ、

二七

度 高 営多 /I〆 モ ナ ト ス 寅 杢八高 量

宇温初量カ 事ド 9 想、 ノV 例採 立 黙 J、
、

ナ ナ 正 ノ 如水六像 コ ーー 掘方 海二

リ リ 確硫 ジ 量 月 ス ト 徴跡尺面高

宅J ナ酸 及 末 JV 難 シ ヲ ーー 以八

ト ノV ヲ 水巡 ト ジ プ 一 達 下千、



量坑 JV J、至 き／ 時 日 ヨ 量者時 ーー 一
ヲ ノ コ 一 9 プ 坑 ノ 9 .＞、 ..＞、 ノ 前星

仮出 ト 分漸以内後下僅十一者決

9 水 J、 時ク 後 ーー ーー 位ニ 六分 J、坑

ユ量巳 間直一充 ジ二三時時僅 ノ

ーー ーー 百立 日 満ア 尺百間 間 一 出〆ー、〆ー、
野比迷五十十 セ 此海六 ーー ノ 五水

田 三〆 へ立尺高 JV 間面十 ジ平時 ヲ

来七 タ 方 内乃金排以三ア 均 間以

坑十 JV 尺外至水水下立其 出 ーー プ

ト 八所内 ーー 二量 セ 二方直水 王／ 明

同倍 ナ 外低十月 9 十尺立量 プ 治
、ーノ

一 ナ ヲ 一由 減高概此ーナ 増 ノ 坪四、
ノ ヲ 蓋 ミノ セ 立略庭尺 9 水質下十、 、、J 、
割而 Z、v ブ ジ方千 ーー ーー 而三 一同 一一一
メι~、 ミJ 三之 ム 尺 百至達 ジ十二達年

.en プ 星 ヲ JV ノ 四 9 三J プ 六高 ヨノ ノ、
チ 三茨嘗 ヲ 水十 プ タ 小尺八其小

約星坑初得量八初 JV 野七千直野

三表 ノ ノ タ ヲ 高 メ J、 田 寸立立田、
割坑 出量 9 排六 プ 出炭其方増表、

一一 ー 水 ーー 而出千抑水坑ー尺水坑
減於量比 る〆 ジ 百水ノ ーー 分以 J、 ノ

、
少 ケ .＞、 芳、 プ 本四 ス 嘗於時上二出

ス JV 質 レ嘗年十 JV 初 ブ 間 す’ 百水

JV 以 ーー J、 時五九 ーー ヨ 水 ノ JV 尺 ーー

モ 後小約 ノ 月 立主 9 商卒 ーー ーー 比
ノ ノ 野三 出下方 レ七ノ 均比 ジ較

出 田 事j 水句尺 9 十坪 出 事〆 プ ス、
ナ 水茨ナ 量 ーー ーー 蛍二下水後嘗 JV

二
λ



ヲ 本三 ，、、 出 ス 水坑模カ ス、
除温星 ジ水要念ノ ノ フ モ

ク泉茨 量ス激排排ス水、
ノ ζ 坑 ヲ Y ナ水水加面

外於ニ -1.... 精品 , ノ 設之低ノ、
悉ア 大 査今 ジ難備ニ下
ク J、出 ジ後 ヲ 事 ヲ 星． ノ

P印温ポ係ノー 以排以タ施茨暁

筒泉 ノ 愛星 ア水 7 JV ス坑ニ

波面 ア
動炭 排装賂想

:::? ーー ，，、

水俄 , 水置来像 ト 於賓

不 ーー ジ 及坑 ノ ヲ J、 一－・ 困 プ ーー

能低 J、 其大 方完出飴難 J、ー

ト 下本 現出 針金水 ヲ ナ現分

ナ ジ年
況水

ヲ ニ量ア JV 時時, 同五 定 ジ或 , ，、、 水間、
並雷

、
夜 日 月 よ‘ 暫 J、然 ジ面敷、
宇午二 二時 JV ク 意 レ是 J、千

ユ後十 :::? 巌外 ト ニ坪立

至八二
温ニ

ト 密 ーー 毛 由下方

ヲ 時 日 泉於 J、 ナ小三 , 以尺
右 ユ午 トク 蓋 JV 量星 ア上 ノ

三於綾
坑 Jレ シ試ナ炭之ニ水

原ア 四 目験 JV 坑 ヲ ア ヲ

二九

泉 J、時 水湯 下的 ヤ ノ 観 JV 排

ノ 己 ナ ト本 ノ 排知出 ν ヲ 出

内 ーー
, 
ノ温

念水 JV 7.J< ＿..、以セ、
其三嘗 務 ーー ，、 .... 、 一一一 プ サ

二原時 関泉 ナ ヨ カ其星大ノV

佃泉湯 JV , フ 増決規（



モ 9 ア 慢海位各 ヨ 要リ ーー 筒免泉相

低温水 面 ーー 原 9 一 就設 レ J、 腫

下泉面 ナ 以 ア 泉算最 ア 備 ジ鯨 プ

セ 面略 JV 下 JV ーー ス 低調 ノ J、 岡 j問

三J モ ホ ヤ 五 ::? ヨ JV 限 査宜車徳渇

時亦海湯尺 9 ーー 一 セ き〆 ーー ヨた ジ、
ノ 上水本 内 十多 三連 ジ キ 其郎翌、
＊昇面 ーー 外五少十 セ 結 カ 湧鈴二

面 セ 1-. 於 ナ 尺 ノ 時 9 果~ 出木十、
ヨ サー ケ 9 万差問之 ーー メ カ 唯三、
リ JV 致ノν 以至異万 ヲ 接 ナ ノ 七 日

十 ーー る〆 温後二 ア 至ニ ノV 9 比及午

五至増泉三十 v 三星 ーー る〆 較比前

｜尺レ水面星八 十坑各ナ 的佐入

内 7 ナ J、茨尺 毛 凡 内原 フ 強柴時、 ，，ー＼
外而 キ 漸坑特三時満泉 ン盛吉 ーー、』J
高 ミノ 一 ヨた ーー ーー 星 間水ノ

、
ナ ノ 至而

ク プ 至上於三茨 ヲ ノ 水 る’ JV 所 リ

出其 yν 昇 7 十坑経 時面 う？ カ 有会

｜水水 ヤ ミ〆 出 J尺 出過刻 J、入~ ーー 苦E
、＂

前面二六水以水 セ 即二山 メ ジ浪

ノ ，，、 日 月 力上以 9 チ 十茨 ノ プ J.k 、
水二後二頓 ノ 前而二四坑 、、、 是不

面十 ノ 日 ーー 毛 ノ ミ／ 十 日 員 ニ等能

ヲ 四 ムー滅／、一→ ノ 温 プ 三午 ノ ア ノ

下 日 月 星退 ア 泉其 日 前敷 フ ーナ
。

ノレ ーー 四炭 ミ〆 9 面最午若個 ス 時 L〆

＼ーノ
向 方今 日 坑増 ーー ヨ ｛底部J ク ノ シ澗 9 

／ー、
えz ア ーー 一* 

る／ 9 限三 ＿.・、 原 プ 潟三

五最至於緩 ブ 下 J、 時 タ泉 Pen ヲ 原



来 ーー ス 竪徴 JV 随水上一外 ヨ〆 零尺

セ 於 ノv ttc ス ヲ プ 連 因 低タ オミ 乃
ー

ノV うF 毛 ノ JV 知 湯 密 ノ タ 下低一至

毛 異 ノ 東 ーー JV 本接現 JV セ 下定十

ノ ナ 、 方該 ，、 f毘 ノ 象 ヲ y ジ ノ 四、

－ ー ノV ま日秋温ク 泉 閥 ーー 失該同水 尺
ミJ そ； ミ／ 山泉之帯係 由 ，、 ｛底 月 面 一司自、
プ ノ 而附帯 ヲ J、 ヲ 9 サ 下末 ヲ 5〆

南 ア ジ 近 J、地従 有 プ JV ノ 日 保 プ

北 9 プ ーー 湯－質来 二λ 之 ，、‘ 原 ーー プ 一

及 ト 各至本構 思 ノV ヲ ジ 因 J、 9 般、
東 雄 慮 9 ヨ 遺惟 毛 観 ーー 同 然 ーー、
西 モ ーー 克 9 表 ~ ノ L〆 ＿，・、 月 y 木

ノ 元 湧 ーー 白 ttc フ ーー ＿，・、 種四 一 管
断 ト 出高坂内 v ジ 湯 々 日 ......... 口ノ、

居地 ス 坂及外 タ プ 本 ア ーー 月 ヲ
一寸

特下 Y 鍍 ポ ノ ノν 其温 JV 於下下

ーー 深温泉 ン鏡 カ 偶泉 ，、、 プ 旬 ノV

雨露泉 ーー ブ 泉如按今 シ侠本 三

者 ζ主 J、連 ン ノ キ 的 回 ト 復官十
L 

ノ 於 其 亙山 分小 一．， ノ 雄 セ 巡二

交 ケ 温 ミ〆 附布規 ア 減 毛 ノV 回尺、 ． 
叉ノV 度略近及模 フ 退 三水雷 内

‘ 結同成 ホ ヲ 試 ノ サ a，、 星面時外
附一分北経錐 モ y 三 表 ヨ 7k 十

近泉及 々 プ ノ ノ ヲ 星 坑 9 面 9 、
ヲ 源 湧 束三結 ーー 知茨 ノ 約 J、以

9 ヨ 出 ーー 星果 ア JV 坑 排ー 日 後

湧 9 肢敷茨等 フ ，、、 ノ 水尺 q 暫

出起態街坑 ーー サ ジ 出 其内少時
, 

－ 
• 



セ ーー 比怪態 カ 泉 ーー 各待町 ヨ 動ス

ノV 合 ジ ム 相 9 悉 ス 慮 タ 田 , 附 JV 

ーー 有著 ーー 異し性一 ク JV ーー サ 茨分近 モ

基 セ 事〆 足 ν 或其 ーー 湧 レ 坑岐 ーー ノ

因 ラ タ ラ JV J、 1且基 出 ＿.；・、 ノ セ 該 ナ

ス )V 硫ス 一 中 度 因 ス 俄坑 JV 常 , 一、 、
JV 、 酸一星性及 ..A JV ーー 内支 手／ HP 、
毛 硫及般茨 ヲ 成 JV 鋸之 水服入 チ

ノ 化銭 ーー 坑示分 モ 泉 ヲ ト ヨ 1L1 湯

ナ 銭 ーー 表 ノ セ ヲ ノ ノ 明 ihti リ 茨本
JV ／ 富 坑坑 , 同 ナ 成 言泉湧坑原，.、
，、、 分 ．、、‘ 内 内分 圭〆 9 分 v 帯 出第泉、
ジ 解其 ヨ 水析ク 車及難 ト きノ 三及、
其 一．． 反 9 ト 表 ス ーー 温 ジ ノ 主坑三

他 ヨ 臆湧湯参ノV 湯度 関 ニ及星

ノ ヲ 多 出 本照 モ 本 ーー 係東第茨

成 ア タ 二ス 温
、..／

随
ノ 温 差 一 西四坑

分生 －＇・、 JV 泉ア ーー 泉異 至 ノ 坑 ノ

一 王〆 酸鍍 ト 一 ア ノ ア ？ 断 ーー 出一
就 タ 性泉 ノ 十 ラ 『、、 JV プ 屠 I 於水

ブ ノV ナ 質成町 .;i!. ーー J、 J、 一♂ ケ 箇．

湯硫 , 坑分飴 ジ 就其 夏沿 JV E邑、
本酸是内 一 ヲ プ プ 上 ーー ，、、 モ J、

？昆及 L〆 水差隔其之昇 精 , ノ a恰、
泉硫恐 J、 異 プ 反 ヲ ス 細小 J、 毛

ト 酸 ラ 湯 ア 且臆観 Jν ナ 野主這

坑銭ク 本 JV ヅ 或 JV 経 JV 田要般

内 ヲ 石温 J、 湧 J、 宅 路 研炭温 ノ
一寸

水溶茨泉敢出 ア 各 ヲ 究坑泉安

ト 解中 ーー プ 扶 JV 原異 ーー 及脈叉



ノ 一フ 本 J、温ス f中 、 ＿，、 セ 於 ヲ

減般 ン 問 静泉 Y ク コ ス サ うF 比、
Jえ ーー 'f 題 水及 モ .oc ト 何 JV 相較

β〆温ス ーー 歴坑 ノ ノ ア ::r ース

ュ泉 入七等 内 ト レ’ ナ ト 致 y

至 J、 ノV ノ 水思思 J、 L〆 ア セ ーー

pν 地 ーー 闘 ノ 惟惟ナ J、 y y 雨

先湯係湧ス
、

::r 殻 セ y 硫 ト 向者、
ノ チ本ユ 出 JV フ 之イと雄 ホ 共

ア務 温温基カモ JV ヲ水毛坑ユ

ヲ 動 泉 i 因ノ敢、要素之内石
、
減泉ス庭ア硫ス J、ヲ水友本或 、

温 J、 退ノ JV 一一 不酸 JV 屡以及曹
泉火 ニ将モ ヨ 可及 ニ他 ア温達

ノ 山 開ノ y ナ 銭湯 ノ 直泉及

表活 ス来 ナ う？ カ ヲ 本盤 ーー ーー 堕

退勤 ノV 及 リ 差 フ 除温類其 J、 素

モ 力 原其 異 ン ケ 泉 ヲ 元分 ヲ

亦 白 因 救 ア ＿；・、 ト 還来祈以

期然 ーー JV 共坑元 ノ ノ ア

JV ノ 就護 ＿，、 成 内 ス 存結其

原誠 キ策 地 分水ノV 在果主

因退 少 盤 大 ト 1事 ヲ 往成

ーー 一．． ヨ／ ノ 臨 J、 メ 否 4 分

基因 ク 裂 ーー 石 ーー 認硫 ト

ク ヲ 述 惇 於表情 ス イち ナ

宅 其 フ ノ プ ーー 費 ノV 水ス

ノ 湧 JV 大 相 資 セ コ 素 ±宜

ア 出 所 類源 フ ... 現 ト
JV 量 ア 或 ff,l ヲ ノV 能存 ーー



泉湯泉 JV 毛 ト ノ 設 己 ノ 本滅 ヤ

一戸 井湧資之略三退起 ーー 原温退 毛
其濫 出源 ヲ オz 大 セ 家連 因泉 ノ 知

例掘力 減排ー 出 宝〆 セ ，、、 J、 －＇・、 原 JV

少 ノ ーー 退水致水 工‘ yν タ 直過 因 J、．． 

ナ 温封 ミノ Jえ ス 期 ノレ モ ノV 接去 ト カ
、

カ 泉 ミJ ←」 JV JV 日 ♂，，、 ノ 如来十思 フ

ラ 湧影 J、 ト ーー ト 自 ナ ク 坑年惟ス

ス 出響温 キ 観湯然 JV 温内 以 ス ト、
llP 力 ス 泉 J、 うF 本 ノ ヲ 泉 ノ 来～ 錐

チ！ ヲ JV ノ 一明 温理以質 出漸 キ モ

濫減所上 J、 ナ 泉 ナ プ 坑水次毛 未

掘退少昇温 9 ノ 9 ？且 内 ト 減 ノ タ、 、
ーー セ ナ ヲ 泉又最是泉水湯退 ア 之
依 まノ カ 一 ノ 循モ レ 質 ト 井 ノ 9 jJ 

9 よ、 フ 部主環急町坑温濫徴 確

一 JV ス 誘源水激 田 内泉掘 ヲ 詮

時 J、 致タ ヨ ーー 表水 ト ノ 言阿』z, ヲ
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水構 セ 粘出 il.J 岸へ ノ Jk レ屠 寸，，

源遺 JV 土 v i也 ト 事〆方層 J、 ノ JV 
、

地 ヲ 不屠其 ヨ ノ 此 向 間噴朕透

附観 蓬上上 9 開場 ーー ーー 水態水
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度ノV 小約 ク 接虞 三屯 十則 プ .＞、 ノ 之

ノ ..＞、 ナ 四 薄電表 J同〆 分 チ 水ー翁 ヲ
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、

フ ，、、 ーー フ 古住 ヲ 近得撃 主〆 ト ト 固
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金 Yレ’ フ プ Jν 結 プ 地 ヤ 三／ JV キ キ 9 
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三 北渓井査一西川 J、 J、 道 ヲ ヨ 亙

百部流村直 部尻横里 ーー 通 ν 
、 、
九西 叉域 ニ村蹟道 ミJ ス 叉 JV

十部 ノ 野 ニ地至大 銭 ーー プ JV 野 鳥

七及分村 J、勢 ノV 宇道 γ 車 ヲ 村康

米南水及西 及 ニ丸橋ア馬得ヲ 川

ノ 部嶺三部 J、保本車ノス経北

手~ ...、ヲヶョ地中津騨ヲ交 :l 7" 側
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ミ／ 東 ジ 諸 一一 一木 宝／ 野 コ ナ ヨ ニ及
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方慢高川 西第過束又 リ ヨ 及 奮、
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整成屠及唐 苦E ーー 方 南西宇 9 、
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又 ノ 寺串該 ヲ 三第結野分 9 第、
野 .＞、 津川屠 ナ ケ ース 村 ーー 第十

村 甫 ーー 村 J、 サ木競 JV ーー 於二一

ーー 方於 ーー 概 、 村井線於 う？ 競銃

於ーュ テ習量 ジ JV 杢 ノ ヲ ケ 一井井、
ケ 土 J、 ケ プ ヲ 部南軸ノV 背第 ノ

ノv f畢東 JV 地以ニ西 ト 合斜五部

飲飲ュ部合表ア於方 ジ水航続分

用用於 ノ 水 ノ 不 ケ 大北居 ヲ 井 ーー

水水ア モ 屠傾明 JV I畢束 J、 ナ 間於
J、 J、 ノ ＿；・、 掛ナ 合 ノ 及第 ジ ーー プ

主減約 J、 地 ノ ν 水左南一概於ー

ト逗東南表方 屠岸西競 ジ プ 背

ジ ノ 方東 ノ 向 毛 ノ ーー 』．．． 井 プ 毛 斜、
プニ 方傾即測構於傾第北前~先
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径 ノ 方 時調 質 ヲ チ ノ 斜

約 毛 ーー J、査 ，，、 蓮叉部 セ
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.＞、 ナ ごε ヲ 木ク 漏 ノ 寸大定正 J、 ノ

接用
、』ノ

事 キ 村誠出獄乃雨ニ二十国

賞 ヲ 近 フ ーー 退 セ 態至以 ヨ 年五柱、
ナ 以 セ 井於セ ノv ー 九後 ν 六井形

ノV プ JV 7.f< プ 号／ 毛 ア 尺 .＞、 .＞、 月 ナ ヲ

つb 減附 ノ d，、 モ ノ 9 一井水十 JV ナ
、

如水近調飲調 一一寸水量三 ヲ 7-、
シ ノ ノ 査用査 ミJ 暁 ーー 悉 J、 日 以而
、
水朕玉川 ＊営 プ 井蓬 ク 漸 ヨ プ ミJ

深態井串 ト 時本 ノ ジ 増次 9 本 プ

.；，、 明 中川 三‘v ーー 年南水加減同官井

一 ナ 四村 プ J、五西量 ー／ 退年 J、 戸

尺 フ 井－ 井和月 大多八 セ 八該 ノ

一 サ ーー 界水多頃津 三／ 月 JV 月 十綿一 （ 

寸 レ就 .A 井量 ヨ ノ 随三 モ 四五敷

乃 ト キ JI〆 戸市 9 主： ブ 十著 日 井 J、

至 毛 之附 ノ ナ 八岸調 日 ジ ーー ヲ 十

三本 ヲ 近形 L〆 月 ーー 査本 うb 至調八

尺年施即 J、 9 一 ア 嘗官 プ ノV 査佃一

三五行 チ 又 十 JV 時誤0ス 問 セ ナ、
寸 月 セ 横野 七縮 ーー 定而三 9 JV 、
ナ 頃 , 潰村 日 溜於 ノ ジ 回第 モ、
9 ヨ 従市 ト ノ 水 プ 戸局車生 う？ ノ 一調

亨 来水同 大（カ〕 J、 時八測表査

漸測道一 雨 J、 飲 J、 月 メ左昆ヒ『・ ーー 嘗〆戸、
次定用 ナ 前合用水二村示時

減 セ 隠 9 ーー 水水深十役ス 使、、，〆
水 JV 道及 J、層 J、 二七場如用

八
六



A 
’伝

、

‘ 

尺査査本井 串 フ

二井 セ 支戸川

寸戸 ｝V 流 J、村
、

ヲ ，，．、 ，，、 固形 － ー
除其三津前於、
ケ 数十大詑 う？

J、十井掘二 J、

他四及津村飲
J、 ーー 渓及 ノ 用

悉 宝J 流荒 モ ーー

ク プ 金屋 ノ 使

深水部敷 ト 用

度深 ナ 一．． 同 ス
大 a，、 ヲ 於~ JV 、
ーー 第 同 ケ 一 井
tノ 一村 JV 三J 戸、
プ 競大ニ プ 飲

七井字 三 綿用

尺 ノ キ艮 ノ 数及

七二小小五濯

寸尺屋浜十蹴

万二小流九用

至寸字 ナ ア ーー

二及根 ヲ 9 供、 、
十第本此渓ス

七三 ーー 内流ノV

尺競於本 J、 渓

九井ケ 官蛭流

寸 ノ ノν ノ 窪 ア

一， 一調調川 9 、

頃 ト J、用磯 プ 渓

ヨ 云サ ーー 屠同水

9 フ Y 供 ト 屠 J、
、
減谷 ーー セ ノ 中之

水戸 至 ジ 境二 ヲ

セ ？畢 レ〆 モ 界三宮

ジ ノ , 本 ヨ ノ m 、 、
モ水然年 リ 小青

八源 レ五多 孔柳

月 一ー ト 月 量 ヨ ,,, 
一 ア 毛一 ノ ｝ ー 9 及

十 J、八頃湧盛谷

七古 月 ヨ 7j( 一一 戸
日 生ニ 9 フ、 務理－、
ノ 唐十・漸是水 ヨ

大 ト 七究等ス 9 、
雨表 日 滅二青浪

以土 ノ 退渓柳用

後 ト 大 ミ〆 水川 Jζ 
、

ーー ノ 雨 プ J、 ノ 宮

至間後前之水川

9 ヨ 一日 詑 ヲ 源 ノ
7k リ 至 ノ 従 ーー 7k 

量湧 リ 戸来 プ 夜、

復水水敷各 J、 J、

奮 ジ 量 ーー 六嘘嘘
セ 本増磨、十周埼

9 年加 ス 戸居屠

ト 五 -t JV ノ ト ーー

云月 9 能使砂 ミ／



荒 ノ 園浜土水大ス ヲ 出 同第達，、
屋境津流中 ス ナ 雲字除ス 村十 ジ

、
敷界 ノ ..）・、 ノ 9 居谷ケ JV 同三多

、
ーー ヨ 水共水宇又寺 戸 J、 毛 大競ク

主を 9 .；，、 ーー 粘土同 ノ ーー 他 ノ 宇井 J、

ケ稽（ナ）蛭板津寺東於 J、 ナ ノ 井

ノV 多 ニ窪岩 ノ ノ 組t ケ水 キ 宇如戸

（ク）量於川 中（ヅ）西（ν）JV 深 モ 寺 キ 縁

（ク〉ニ プ ノ ζ己 ニ 側 ーー 渓入第津 J、 ヨ、
（ヤ）湧大支浸ア（ソ）於水尺二谷水 ヲ

ノ 出掘流潤 J、 ーー プ J、万競戸溢四
‘節、a 、

一 ス 漂 ナ
三／ 粘於 J、（ヨ）至井土 レ五

渓 ノ JV 該板 プ 粘及三 ノ 津 テ 尺

7.k * 
ヲ 岩岩 J、板（タ）十水及地 ーー

..），、 J、 以・ノ 粘岩 ーー 五深大表 ミ／

主主 （ラ）ア 裂嘘板 於尺一宇 ーー プ、
ーー 及同鰭埼岩嘘 7 一・－ 尺長流水
砂 （ム） Jll ヨ 層 ト f母境達四竹 出面

岩 ーー ノ ヲ 表層調ス 寸小 セ 一
於本何 ノ 土 ト 居 及宇 9 蓮

表 プ 流 ν 境 ノ ノ 第沼 二九

土 卦二 J、 毛 界 ノ 境小 --L. ーー JV ノ、

ニ 7.k 多 ヨ 境界孔 競於 :;J 

ノ 粘量量 9 界 ヨ ヨ 井 テ ト

境 板多 ーー 及 ヨ ヲ 9 ノ J、 ヲ

界 岩大湧（ネ）ヲ 湧多 同井 得

ヨ ト ナ 水 ーー 少水量 四 戸 ，、、

') 表 リ Jζ プ 量 三J ーー 尺タト ク
、

湧 土 是 J、 ーー 其湧 一 一ー 殊

出 ト 等表湧量 出 寸溢 ーー
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九

又違勅十該説候 シ叉 月 ミJ 串 ミノ

上 セ ヨ 回路明 ーー ＿.，、 野 一テ 川其一、

口 9 9 尺道 セ起果三 十些村 量
、 ~伽

ヨ 隠西掘 J、 .Y 因 ジ ケ 七少 ノ 砂

？ 道徴準本 セ プ 木四 日 ノ 諸 ナ、

東 内南 シ年 ノV 横串 ノ 不井 71 

徴 中方大八 モ 演川 大白及ラ

北野 ーー 津 月 ノ 市三飲雨由諸ス

方村三 ノ 一 ナ 水筒用以 ヲ 渓
作’刊

四 ノ 千水十 Y 道村水前戚流

千束十源 日 ャ用ニ ニセ J、

三端四 菅正 叉隣於減於サ本

百附尺淳午 道 ヶ退ア ノ1〆 ，局品事

二 近掘 ノ ーー 他 開 .JV
ノ
ノ、 モ ノ

十 ヨ 準下於 ユ盤井 甚 ノ 調

尺 リ シ部 テ 原ニ水原ジ
、査

ノ 下観 ーー 上 因起及因ク ま日 嘗

黙 口 音達 口 ノ 因渓 水 ミJ 時、
ヲ ーー 寺 v ヨ 存 セ 7.k 量然 ーー、
9 亙山 又 9 セ る〆 ノ 減 レ於

東 9 ノ 第束 ノV 毛 本 逗 ト プ

徴今北ー徴 毛 ノ 年 セ モ ＿，，、

北向側横北 ノ ナ 五 9 本蹴

方 元ミ 渓坑方 ナ 9 月 年 ジ

約多水 ト ーー ノV ヤ 頃 云五 プ
、

三／量い、j隠四 ヤ 持 ヲ フ 月 7.k 

十 ーー ノ 道千 以又 9 頃 量

尺漏下 ト 一 下車減
ヨ 多

ノ 水部 ノ 百 之ニ 退 9 大

間 シ ーー 曾八 ヲ 天 セ 八 ーー



翌闘約三酒流 ン ク 響 ーー J、 隠該 ヨ

年係百 ケ 掲 ーー ヤ 降 ヲ 影大道隠 9 

一ア 三木 セ 何叉雨奥響 ナ ヨ 道少
四 ヲ 十村ス 等野 ノ フ セ 戸〆 ヲ ト 量

月 ト 尺 ノ 降 ノ 村後 JV サ 断稲井 － ー
頃 セ 一 南雨鍾部 一 以ノV 屠溜水漏
・守 ，」，、 き〆 端 ノ 化落 J、 前 ，、、． 若水及水

プ 井 プ ーー 後 ナ ノ 一ーー ジ ク（カ〉渓ス、、J
商時於然 J ニ水ノv I 直戸 隠於 ーー キ

一 ノ 道 ケ 水 ノ 方増アレ大至ト外
井南 ーー ノV 量 、、、 一 水近 ト ナ JV ノ .；，、

戸 方 闘合増 ナ J、 .A 距 モ ノV 水闘隊

ーー 一 係水加 プ 未 JV 離若裂平係道

影隊 ヲ 屠 ジ ス タ モ 一 シ 鰭距 ヲ 内
響道生 J、 タ 合路直 ア 影 ノ 離観殆

ヲ 開 Jえ 肢ノV 水道 一 JV 響存約ノV
及撃へ 成憧居間著大 ス 在三 ーー 漏

オz ノ キ 隊減 ノ 通 き〆 津ノV セ 千叉水

ス 際近道退水 セ キ 其 ト サ 尺野 ナ
〆’『、
，、、 明距 ーー ノ ノ、 ス 減他 セ JV ナ 村 三／、
キ 治離近模ー且退附 J、 F艮 ') ーー、
ナ 四 一 ジ様時 ツ ヲ 近又 ') 期於

') 十非 ト ナ 減既呈 ノ 野隊 カ プ、
然四 ス 雄 キ 退成 Jえ 渓村道ノνJ、、
ノV 年若 モ ーー セ 隠 J、、 7.k ノ 関長合
ーー 十 シ其於 JV 道 占号 J、 合盤距水

隠二雨垂 プ ノ 附盟減 7.k J、 離層
道 月 者直 オ ミ 近 ナ 水居合 ーー J、

開 ヨ 間 距 ヤ ーー ノ , フ、 一 水於未、
撃 9 ーー 離 プ 渓況 〆、、 影層 うF 成

ー．

九。
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一， 隊然 ア 態其次離表下ノV 層 串理
漏道 フ 誠 ーー 他 ーー 遠土部 、 .＞、 Jll ナ

7j( ーー ＿，、 水 ア ノ 減 ク ノ ーー ヲ 東村 ジ

二九 起減 ノ 9 澗水杢直縮以西 ノ

，、、 因水原 プ 葉 ト ク 下溜 プ ーー 井

キ セ ノ 因 今樹山 隠若 セ 隠走戸

ヲ ジ原 ヲ 究繁林道ク JV 道 レ ト

以 ナ 因 山 減茂 ト ーー J、 sε ト ノレ 既

ブ フ d，、 林水ス ノ 関上 ノ 閥 山成、
数 ン 天 ーー ノ 而関係記其係地隣

日 =- 候蹄前 き／ 係 ナ 雨下 ヲ ーー 道

十 J、 ーー コk 後 プ ヲ キ 居 ノ 生 ヨ ト

フ 降 ア JV 一一 該観 毛 中嘘 セ 9 ノ

ス 雨 9 能於 山 JV ノ ヨ 蝿 サ プ if! 
ミ〆 ノ ヤ .＞、 ブ t世 ーー ト 9 居 JV 中 離、
ブ 後 日 サ何 J、三云湧若 :7 !f f ノ、、
再 ーー ク JV 等渓 筒 フ 出 ク 太＊

ヒ 一然 十 ノ 水村 ，、、 Jえ J、 明 井平

減時 ヲ ヲ 蓄を ノ ノ ミ〆 JI〆 古 ナ 雨垂、
水増何 化調 山 モ 生 9 村直、
ノ 水 ト ヲ 節地 ノ 居又 ノ 共

悲ス ナ 呈地 ::. ／ナ ノ 諸合 ーー

境ノV L〆 セ ト .＞、 L〆 裂 浜水大

ーー 毛 .. ・、 三／ ミ／ 杉 .＞、線水層 ーー

陥絶若 :7 プ 松 隣中 .＞、 古〆
九

JV ，、、 ジ ト 趨等 道 ーー 共相 プ

ヨ ス ムM尋－ ナ 営 ノ ヨ 浸 ーー 隔且

ト 隠滅 ~ ナ 針 9 i閏表離 ツ

明道水 ヲ ノV 葉 ノ ミ／ 土 セ 合

白 中 カ 以肢樹 距 ア ノ フ 水



官二 ノ 其仰生表 ブ 地又 9 量‘ ナ

調十開滅ク 居土 J、 ーー 野 ヲ 9 、 、
査七始退而 ト ト 砂遅村 回然

ノ 日 ~・、 ヲ シ 表 ノ 磯 キ 及 復 ／V

際 ノ 本来ア 土間居部三五 セ ーー

ノ 大年 タ 是 及 ノ 分 ケ ジ早

京日降五ス等ノ地下ユ木 ノ 魁

ー号 雨月 ，、、．． 井 間表部於村結 、、、 ーー、
J、 ノ 頃 キ 水古 ーー 合 プ ノ ナ 際

更後 ヨ 何及生近水 J、井論 フ ミ／

ーー 各 9 等渓屠 キ 居嘘水 ス プ

減村 ーー ノ 71< ト 嘘ニ 埼 J、 爾ー

退 ノ 宝J 現 J、 嘘蝿其居砂 後時

ノ 井 プ 象積地層供 ノ 磯 多減

模水各 ヲ j賓層若給下 層 量 水

様及村隠市 ト ク ヲ 昔E ノ ノ セ

ナ 渓殆道水 ノ J、仰合下 * 事〆ク 水 シ’ 内道問砂ク 7.k 部 ヲ 井、
概 J、 ーー 用 若磯三居合 持水

三／ 共其号変隣 ク 屠 ケ ーー 水 績及、
プ ーー 時見道 J、 中木又層 ジ渓

水増期ス ヨ 嘘 ーー 村山 ーー プ 水、 、
ーー 力日 ヲ JV ヲ 埼串 ノ 地串 依 J、

i周 事〆 同能 ノ 居 Jll 漠 ιJll 然降

九三

津 同 7 ，、 距 中村水遠村 タ 雨

ナ 月 主〆 ス 離 ーー ／ J、 キ ノ JV ノ
、

JV 三本殊大其渓古部井 ヲ 後

ヨ 十年 ーー ーー 供水生分水 以直

9 日 八減 主／ 給 J、屠 ーー J、 プ 一一
甑本 月 水 プ ヲ 古 ト 於山 ナ 其
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